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  2014年4月25日、ロシア中央銀行は金融政策決定会合

を開催し、政策金利である1週間物入札レポレートを0.5％

引き上げ、7.5％とすることを決定しました。先月の臨時会

合で1.5％の利上げが行われていたことなどから、市場で

は据え置きが予想されていました。 

 今回の利上げについて同中銀は声明の中で、ルーブル

安や期待インフレ率の上昇などを受けたインフレリスクに

ついて指摘しています。今回の利上げによって2014年末

までに、6％を超えない水準までインフレ率を抑えられると

の見通しを示すとともに、「今後数か月は政策金利を引き

下げる意図はない」としました。 

 次回の金融政策決定会合は2014年6月16日の予定です。 
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ロシアの金融情勢について 

 同日、格付会社S&P（スタンダード・アンド・プアーズ）は、

ロシアの外貨建て長期債務格付を「BBB」から「BBB-」へ、

自国通貨建て長期債務格付を「BBB+」から「BBB」へ、そ

れぞれ1段階引き下げました。S&Pは先月、ロシアのクリミ

ア編入をきっかけとしたウクライナ情勢の緊迫化を背景に、

格付見通しを「安定的」から「ネガティブ」に引き下げていま

した。 

 今回の格下げの背景としてS&Pは、 2014年1-3月期の

資金流出額が、経常黒字の2倍になったことなどを挙げ、

ウクライナを巡る地政学的緊張によりロシアから国内外の

資本がさらに流出し、経済成長を悪化させる可能性を指摘

しています。 

 見通しについては、成長の一段の悪化、米国やEUの追

加経済制裁などのリスクを挙げ、「ネガティブ」に据え置き

ました。 

 25日のNY外国為替市場では、対米ドルで前日比0.6％程

度、対円で同0.8％程度のロシアルーブル安となりました。                              

      以上                               

外貨建て長期債務格付をBBBからBBB-に引き下げ 

政策金利を7.0％から7.5％に引き上げ 

【図2】ロシアの外貨建て長期債務格付（2014年4月25日現在） 

【図3】ロシアルーブルの対円・対米ドルレートの推移 

（出所）Bloombergデータより野村アセットマネジメント作成 

格付会社 4月25日発表 4月25日発表以前 
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【図1】ロシアの政策金利と米ドル建て10年国債利回りの推移 
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（注）2013年9月16日より、主要政策金利をリファイナンス金利から1週間物入
札レポレートに変更 
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